
（
預
金
保
険
法
の
適
用
）

第
十
三
条

こ
の
法
律
に
よ
り
預
金
保
険
機
構
の
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
預

金
保
険
法
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
十
五
条
第
五
号

事
項

事
項
（
公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅
速
か
つ
確
実
な
実
施

の
た
め
の
預
貯
金
口
座
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
（
令

和
三
年
法
律
第
三
十
八
号
。
以
下
「
口
座
登
録
法
」
と

い
う
。）第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
に
係
る

も
の
を
除
く
。）

第
四
十
四
条
、
第
四
十

五
条
第
二
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
び
第
百

五
十
二
条
第
一
号

法
律

法
律
又
は
口
座
登
録
法

第
五
十
一
条
第
二
項

業
務
を

業
務
及
び
口
座
登
録
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
業
務
を

第
百
三
十
九
条
第
一
項

権
限

権
限
（
口
座
登
録
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
す

る
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
口
座
登
録
法
第
十
三
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
四
十
五
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の

所
掌
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

第
百
五
十
二
条
第
三
号

業
務
以
外

業
務
及
び
口
座
登
録
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
業
務
以
外

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

の
登
録
を
し
、
当
該
預
貯
金
者
が
前
項
の
同
意
に
係
る
預
貯
金
口
座
と
同
一
の
預
貯
金
口
座
に
係
る
公
的
給
付
支
給

等
口
座
登
録
者
で
あ
る
と
き
は
デ
ジ
タ
ル
庁
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
預
貯
金
者
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
四
項
中
「
そ
の
旨
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
及
び
第
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
情
報
の
提
供
を
受
け
た
旨
」
と
、
前
条
第
四
項
中
「
そ
の
旨
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
及
び
次
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
の
提
供
を
受
け
た
旨
」
と
読
み
替
え
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
修
正
又
は
訂
正
）

第
六
条

公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
は
、
第
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
誤
り

が
あ
っ
た
と
き
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
に
つ
い
て
、
第
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
こ
と
又
は
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
を
含
む
。）は
、

公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
簿
の
記
録
の
修
正
又
は
訂
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
記
録
の
修
正
又
は
訂
正
を
し
た
と
き
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、

公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
抹
消
）

第
七
条

公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、

第
三
条
第
一
項
の
登
録
の
抹
消
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
に
つ
い
て
、
第
三
条
第
一
項
の
登
録

を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
が
前
項
の
申
請
を
し
た
と
き
。

二

当
該
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
に
係
る
預
貯
金
口
座
に
つ
い
て
、
公
的
給
付
の
支
給
等
に
係
る
金
銭
の
授

受
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
た
と
き
。

三

当
該
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
（
第
三
号
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
抹
消
し
た
と
き
は
、
デ

ジ
タ
ル
庁
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
委
託
）

第
八
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
三
条
第
二
項
の
申
請
、
第
四
条
第
二
項
の
申
請
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
又
は
前
条
第
一
項
の
申
請
の
受
付
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
金
融
機
関
に
委
託
す
る
も
の
と
す
る
。

２

金
融
機
関
は
、
他
の
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
、
当
該
事
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
金
融
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者
は
、
そ

の
委
託
を
受
け
た
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
簿
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
要
求
）

第
九
条

行
政
機
関
の
長
等
は
、
公
的
給
付
の
支
給
等
に
係
る
金
銭
の
授
受
を
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
内

閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
公
的
給
付
支
給
等
口
座
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章

特
定
公
的
給
付
の
支
給
の
迅
速
か
つ
確
実
な
実
施
に
必
要
な
措
置

（
特
定
公
的
給
付
の
支
給
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
情
報
の
管
理
）

第
十
条

行
政
機
関
の
長
等
は
、
特
定
公
的
給
付
（
個
別
の
法
律
の
規
定
に
よ
ら
な
い
公
的
給
付
の
う
ち
、
国
民
生
活

及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
災
害
若
し
く
は
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る

も
の
又
は
経
済
事
情
の
急
激
な
変
動
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が

指
定
す
る
も
の
を
い
う
。）の
支
給
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
支
給
要
件
の
該
当
性
を
判
定
す
る
必
要
が
あ
る

者
に
係
る
当
該
判
定
に
必
要
な
情
報
そ
の
他
の
当
該
支
給
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
情
報
を
個
人
番
号
を
利

用
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
）

第
十
一
条

行
政
機
関
の
長
等
は
、
前
条
に
規
定
す
る
情
報
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
他
の
行
政
機
関
の
長
等
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
求
め
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
四
章

預
金
保
険
機
構
の
業
務
の
特
例
等

（
預
金
保
険
機
構
の
業
務
の
特
例
）

第
十
二
条

預
金
保
険
機
構
は
、
預
金
保
険
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一

内
閣
総
理
大
臣
の
委
託
を
受
け
て
、
内
閣
総
理
大
臣
と
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
金
融
機

関
と
の
連
絡
を
行
う
こ
と
。

二

内
閣
総
理
大
臣
の
委
託
を
受
け
て
、
第
三
条
第
二
項
の
申
請
、
第
四
条
第
二
項
の
申
請
、
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
又
は
第
七
条
第
一
項
の
申
請
（
前
号
に
規
定
す
る
金
融
機
関
が
受
付
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
た
も

の
に
限
る
。）を
し
た
者
の
個
人
番
号
の
確
認
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

２

預
金
保
険
機
構
は
、
内
閣
府
令
・
デ
ジ
タ
ル
庁
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

業
務
を
電
子
情
報
処
理
組
織
（
預
金
保
険
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
磁
気
デ
ィ
ス
ク
及
び
入
出
力
装
置
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
内
閣
総
理
大
臣
又
は
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
金
融
機
関
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。）に
よ
っ
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

（
区
分
経
理
）

第
十
四
条

預
金
保
険
機
構
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
経
理

と
区
分
し
、
特
別
の
勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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